
　　山口県立下松工業高等学校（全日制）

１年 ２年 ３年 １年 ２年 ３年 １年 ２年 ３年 １年 ２年 ３年
現 代 の 国 語 2 2 2 2
言 語 文 化 2 2 2 2
文 学 国 語 2 2 2 2
国 語 表 現 2(Ｃ) 2(Ｃ) 2(Ｃ) 2(Ｃ)
現 代 文 Ａ 2 2 2 2
地 理 総 合 2 2 2 2
世 界 史 Ａ 2 2 2 2
公 共 2 2 2 2
政 治 ・ 経 済 2(Ａ) 2(Ａ) 2(Ａ) 2(Ａ)
数 学 Ⅰ 3 3 3 3
数 学 Ⅱ 2 2 2 2 2 2 2 2
数 学 Ａ 2(Ａ) 2(Ａ) 2(Ａ) 2(Ａ)
数 学 Ｂ 2(Ｂ) 2(Ｂ) 2(Ｂ) 2(Ｂ)
物 理 基 礎 2 2 2 2
化 学 基 礎 2 2 2 2
生 物 基 礎 2 2 2 2
物 理 4(ＡＣ) 4(ＡＣ) 4(ＡＣ) 4(ＡＣ)
体 育 2 2 3 2 2 3 2 2 3 2 2 3
保 健 1 1 1 1 1 1 1 1
音 楽 Ⅰ 2 2 2 2
音 楽 Ⅱ 2(Ｂ) 2(Ｂ) 2(Ｂ) 2(Ｂ)

英 語 ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ Ⅰ 3 3 3 3
英 語 ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ Ⅱ 2 2 2 2
ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ 英 語 Ⅱ 2 2 2 2

英 語 表 現 Ⅰ 2(Ｃ) 2(Ｃ) 2(Ｃ) 2(Ｃ)
家　庭 家 庭 基 礎 2 2 2 2
情　報 情 報 Ⅰ ＊ ＊ ＊ ＊

小　　　　　　　　計 19 15 13+6 19 15 13+6 19 15 13+6 19 15 13+6
工 業 技 術 基 礎 3 3 3 3
課 題 研 究 2 2 2 2
実 習 6 4 4 4 4 4 4 4
製 図 2 3 2 2 2 2 2
工 業 情 報 数 理 2 2 3 2
生産システム技術 2 2(Ｃ)
機 械 工 作 2 2 2
機 械 設 計 3 2(Ｃ) 2 2(Ｃ)
原 動 機 2(Ａ) 2(Ｂ)
電 子 機 械 2 2(Ａ)
自 動 車 整 備 2(Ｂ)
電 気 回 路 4 2 3 3
電 子 技 術 2 2 2

プ ロ グ ラ ミ ン グ 技 術 2 2(Ａ)
ハ ー ド ウ ェ ア 技 術 2(Ｂ)
ｺ ﾝ ﾋ ﾟ ｭ ｰ ﾀ ｼ ｽ ﾃ ﾑ 技 術 3 2(Ｃ)

工 業 化 学 4 5 2
化 学 工 学 3 2(Ｂ)
地 球 環 境 化 学 2 2(Ａ)

家庭（専） フードデザイン 2(Ｂ) 2(Ｂ) 2(Ｂ) 2(Ｂ)
小　　　　　　　　計 9 14 10+6 9 14 10+6 9 14 10+6 9 14 10+6

1 ＊ 1 ＊ 1 ＊ 1 ＊
☆1 ☆1 ☆1 ☆1 ☆1 ☆1 ☆1 ☆1 ☆1 ☆1 ☆1 ☆1

★1・2 ★1・2 ★1・2 ★1・2
29 29 29 29 29 29 29 29 29 29 29 29
1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1

・＊印　：　「情報Ⅰ」２単位は「工業情報数理」で代替　　
　　　　　　 「総合的な探究の時間」のうち２単位は「課題研究」で代替
・３年次の(A)・(B)・(C)は選択科目で、同じ記号の中から１科目選択する。
 但し、「物理」を選択する場合は(Ａ)・(Ｃ)あわせて４単位を選択する。
・「数学Ⅱ（２・３年）」は進路別授業
・「英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ」は３単位のうち２単位は少人数授業
・☆印　：　「自立活動」は学校教育法施行規則第140条に基づき設定する障害に応じた特別の通級による指導であり、
　　　　　　１～３年次において、最大３単位の履修が可能である。単位の認定については増加単位による認定である。
・★印　：　「日本語指導」は学校教育法施行規則第86条の2に基づく特別の指導であり、生徒の実態に応じて実施する。
　　　　　　１～３年次において、最大６単位の履修が可能である。単位の認定については増加単位による認定である。

令和５年度　実施　教育課程表

教　科 科　目
システム機械科 電子機械科 情報電子科 化学工業科

ホームルーム活
動

国　語

地理歴史

数　学

保健体育

外国語

工　業

総合的な探究の時間

単 位 数 合 計

理　科

芸　術

自 立 活 動

公　民

日 本 語 指 導


